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本日の説明対象資源

評価対象のマガレイ資源
• 生息海域で評価単位を3区分
• 産卵場は分布域に局在

北海道北部系群
日本海とオホーツク海の北海道沿岸
日本海系群

新潟県～青森県
太平洋北部

茨城県～青森県

※ 本日説明対象となる資源

北海道水産資源管理協議会委託事業の資源評価書

道南太平洋海域
襟裳岬から恵山岬
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新漁業法に対応した資源評価の改善
【これまで】

・漁獲量
・資源量指標値（CPUE）

旧ルール
（ABC算定規則 2-1）

【今回】
・漁獲量
・標準化CPUE
・コホート解析（引用）

余剰生産モデルでの資源解析
・資源量推定
・最大持続生産量MSYの推定

改正漁業法に対応した
“1系ルール”の適用を提案

※ ABC算定

・資源水準・動向判断

※ 漁獲シナリオの検討材料
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沿岸漁業漁獲量
（北海道水産現勢）

【資源解析（資源評価結果）】

余剰生産モデルでの資源解析
・資源量推定
・最大持続生産量MSYの推定

改正漁業法に対応した
“1系ルール”の適用を提案

【研究機関会議からの提案】

生物学的知見

沖合底びき網漁業
（沖底）漁獲成績報告書

コホート解析の資源量推定値

基データ

参考情報

資源評価で使用したデータ

引用情報

・漁獲量
・標準化CPUE
・コホート解析（引用）
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令和4年度マガレイ北海道北部系群
資源評価結果



分布域と生物学的特性

 雌は雄よりも大きい（カレイ・ヒラメの仲間に多い特徴）
 日本海育ち群よりオホーツク海育ち群は成長が速い

生物学的特性
 回遊：卵・仔魚期にオホーツク海に輸送され

産卵のために日本海に回遊する群れと日本
海に留まる群れがある

 寿命：雄5歳以上、雌10歳以上
 成熟開始：雄1歳、雌2歳
 産卵期：4～6月
 産卵場：石狩湾から利礼周辺の水深40～

60m
 食性：クモヒトデ、ゴカイ類、ヨコエビ、二枚貝
 捕食者：海獣類

【分布域】
日本海～オホーツク海
の北海道沿岸
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沿岸（オホーツク）
沖底（日本海）
沖底（オホーツク）

漁獲量の年推移
長期的に減少

 漁期年（7月～翌年6月）で集計
 主に刺網などの沿岸漁業で漁獲
 90年代中盤から長期的に減少、2011年漁期まで数年おきに増加
 2016～2018年漁期は比較的漁獲が増えた
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漁業別地域別の漁獲量

 沖底の漁獲量は1980年代に大きく減少
 沖底では小樽・枝幸根拠船の漁獲量が多い
 沿岸の漁獲量は1990年代後半から減少
 沿岸では宗谷と留萌の漁獲量が多かったが、最近はオホーツクで多い

沖底根拠地別 沿岸振興局別

8



漁獲努力量の年推移

 沖底も沿岸漁業も努力量は減少

沖底の有漁網数（千網）
マガレイの漁獲が記録されている網数
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年齢別漁獲尾数 北海道水産資源管理協議会委託事業の評価書より

 1990年代から小型魚を避けた漁獲に移行（自主管理の成果）
 2000年代まで2歳魚の漁獲が多かった
 2010年代以降は3～4歳魚が主体
 2020年漁期は5歳以上の高齢魚が半数を占めた
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単位努力量あたり漁獲量（CPUE）

資源量そのものの
変化の年推移を推定

獲れ具合が悪い
（CPUEが小さい）
＝ 資源が少ない

獲れ具合が良い
（CPUEが大きい）
＝ 資源が多い

[ CPUEデータの解析 ]
 獲れ方の増減が資源量の

変化を反映していると仮定
 対象資源に関係する操業

データの抽出
 操業の仕方に関わる獲れ方

の違いや、季節・海域ごとの
獲れ方の違いの影響を取り
除く（標準化）
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沖底（かけまわし操業）の標準化CPUE

 水深274m以浅、稚内・枝幸・小樽根拠船の情報を抽出
 マガレイのほかスケトウダラ・マダラ・ホッケ・ニシン・イカナゴ・ソウハチの漁

獲割合を主成分分析でモデル化して漁獲物組成の影響を考慮（DPC）

 季節や操業位置、根拠地、漁船の馬力がCPUEに与える影響を取り
除き、マガレイの無漁獲操業も考慮（一般化加法モデル）

月別データに基づく漁獲量
（2000～2021年漁期）

マガレイの標準化CPUE
【標準化CPUE】
前半はプラスに後半はマイナス
に補正された
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マガレイ割合の多寡による漁獲物組成の違い
（2022年度資源評価会議の時に頂いた質問）
漁獲物組成の分析結果

13

※PC1、PC2共に負の記録をマガレイ割合が多い操業と定義

マガレイが多い操業の漁獲物組成 マガレイが少ない操業の漁獲物組成
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余剰生産モデルを用いた資源解析
• 漁獲量やCPUEの推移の背景にある「資源量」の年変化を推定

年齢を用いず自然死亡、成長、加入を合わせて「余剰生産量」として扱う

（資源評価高度化作業部会資料から抜粋）
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余剰生産モデルを用いた資源解析
• 自然死亡・成長・加入を合わせて「余剰生産量」として扱う

（資源評価高度化作業部会資料より抜粋）
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余剰生産量とMSY（最大持続生産量）
資源量と余剰生産量の関係（余剰生産量曲線）を推定

最大の
生産量

（MSY）

資源量少 多

最大の余剰生産量が
得られるときの資源量

（Bmsy）
余
剰
生
産
量

生産量を超えて漁獲
すると資源は減少し、
翌年漁獲できる量が

減ってしまう

余剰生産量だけ
漁獲できれば

資源は増減しない

（水産庁資料を改変）
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余剰生産量とMSY（最大持続生産量）
資源量と余剰生産量の関係を推定

資源量少 多

最大の
生産量

（MSY）

最大の
生産量

（MSY）

 余剰生産量曲線の形や高さは評価対象資源ごとに異なる
 それぞれの評価対象資源のデータや、対象資源に対応したモデル

設定を用いて、資源量や漁獲圧の推移と共に推定

余
剰
生
産
量
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コホート解析による”資源量“を余剰生産モデル
の”資源量=残存資源量“に換算
コホート解析と余剰生産モデルの資源量の考え方の違い

余剰生産モデルでの解析―入力データ

漁獲量（沿岸+沖底） 指標値1-沖底標準化CPUE

指標値2-残存資源量

18

𝐷𝐷𝑦𝑦 = 𝐵𝐵𝑦𝑦−1 � 𝑒𝑒
−𝑀𝑀2 − 𝐶𝐶𝑦𝑦−1 𝑒𝑒 −𝑀𝑀2残存資源量

コホート解析による前年の資源重量 自然死亡係数

前年の漁獲量余剰生産モデルによる資源計算
（1990～2021年漁期）

指標値データの推移



モデルの設定

 余剰生産量曲線の形の安定した推定のため、ｎとｒにはマガレイの一
般的な値（FishLifeから引用）を事前情報として与える（ベイズ推定での
事前分布）

 指標値2（残存資源量）のqに事前情報を与えることで信頼性向上

設定3

設定2
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•余剰生産量曲線の形を定めるパラメータ n=2.0, 標準偏差=1.0
•生産力のパラメータ r=0.593, 標準偏差=1.0

•余剰生産量曲線の形を定めるパラメータ n=2.0、 標準偏差=0.5
•生産力のパラメータ r=0.593、標準偏差=0.5

事前情報で与える曲線の形
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標準偏差は事前情報による制約の強さで数字が大きいほど制約が緩い

設定1
•余剰生産量曲線の形を定めるパラメータ nに事前情報を与えない
•生産力のパラメータ rに事前情報を与えない

※共通設定―指標値2の漁獲効率パラメータq=1.0、 標準偏差=0.4



設定2

Bmsy

2021年漁期

2021年漁期

推定された余剰生産量曲線

 頂点が設定1は右、設定3は左に寄る
（nが設定1＞設定2＞設定3）

 3つの設定で結果は大きく変わず、優劣つけ
がたい

 この後は3つの推定結果を反映させた3万
回の反復計算を実施

 3万回の計算結果の中央値と90%信頼
区間で示す

 2021年漁期の資源量は最大持続生産
量MSYを実現する資源量Bmsyを超える
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設定1
最大の余剰生産量

Bmsy

最大の余剰生産量

環境収容力

環境収容力

設定3

Bmsy

2021年漁期
最大の余剰生産量

環境収容力



資源量と漁獲圧（F）の年推移

 資源量は増減しながらも長期的には横ばいで推移、2021年漁期
は6.9千トン（90%信頼区間は4.3～11千トン、以下同様）

 漁獲圧は90年代中盤から長期的には減少、2021年漁期は0.18
（0.11～0.29）

 90年代に漁獲圧が低下、資源量が増加（自主管理の成果）

※丸印と太い線は中央値、網掛けは90％信頼区間（不確実性の大きさ）
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漁獲圧（F）資源量



令和5年度マガレイ北海道北部系群
管理基準値等に関する研究機関会議※に
おける提案

※「資源管理方針に関する検討会」において、ステークホルダーが議論するための材料として必要
な、資源管理の目標（案）、現在の資源状態、将来予測による目標達成確率等を提出する
ため、これらのMSYの考え方に基づく科学的データについて研究機関で議論する会議

これから紹介する管理基準値案や漁獲管理規則案は研究機関会議で暫定的に提案されたも
ので、ステークホルダー会合を経て最終化されます。



漁獲シナリオとして ”1系ルール” を提案
改正漁業法の下では、漁獲シナリオの議論のために、 MSYの考え方に

基づく漁獲方法の提案が求められている
本資源では、現在の資源量や最大持続生産量MSYとその不確実性

が評価された
個体群動態モデルと将来予測が利用可能であるため、MSYの考え方

に基づく管理基準値や漁獲管理規則の使用（1系ルール）を提案

“○○○○トン”

XX年漁期の
ABCは…
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XX年漁期の資源量を“●●●●トン”と予測
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•𝛽𝛽は不確実性の影響を考
慮した調整係数

1系ルールで用いる基本的漁獲管理規則
24

禁漁水準

管理年の予測資源量

漁
獲
の
強
さ

𝛽𝛽𝐹𝐹𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚

𝐹𝐹𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚

限界管理基準値 目標管理基準値

 スケトウダラ等と基本的には同じ漁獲管理規則（親魚量ではなく資源量）
 限界管理基準値を下回ったら漁獲の強さを下げて資源の回復を促す



提案する管理基準値の候補
25

目標管理基準値案は最大持続生産量MSYを実現する資源量としてBmsyを提案
限界管理基準値案

 1A資源の標準値B0.6msyはBminを大きく下回る未経験の水準
 1990～2021年漁期の最低資源量であるBminを提案

禁漁水準案
 1A資源の標準値B0.1msyの資源量は非常に低く、到達する確率は低い
 0トンを提案

MSYを実現する資源量
Bmsy：5.3千トン

過去最低の資源量
Bmin：3.8千トン

MSYの6割を実現する資源量
B0.6msy：2.0千トン

MSYの1割を実現する資源量
B0.1msy：0.3千トン



管理基準値案と神戸プロット

青丸は2021年漁期の状態
網掛けは90％信頼区間
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目標管理基準値案
（90%信頼区間）

限界管理基準値案
（90%信頼区間） 禁漁水準案 2021年漁期の資源量

（90%信頼区間）
MSY

（90%信頼区間）
2021年漁期の

漁獲量
Bmsy

5.3千トン
(3.5千～8.1千トン）

Bmin
3.8千トン

（2.3千～6.1千トン）
0トン 6.9千トン

（4.3千～11トン）
2.7千トン

（2.2千～3.3千トン） 1,243トン

※2021年漁期の漁獲量を除き2022年度資源評価結果に基づく値。今後の資源評価により
更新される可能性がある。

1990

2021年漁期の資源量はBmsyを上回り、漁獲圧はFmsyを下回る

目標管理基準値案限界管理基準値案



提案する漁獲管理規則
27

縦軸を漁獲の強さとした場合

縦軸を漁獲量とした場合

※どちらも調整係数βは0.7の場合

目標管理基準値案
Bmsy：5.3千トン

限界管理基準値案
Bmin：3.8千トン

禁漁水準案
資源量：0トン

（参考）
2021年漁期資源量

6.9千トン

Fmsy



将来予測

資源と漁業の仮想世界 漁獲管理規則 (案)

仮想ABCにより漁獲

マガレイの個体群動態を模した3000通りの仮想データ

“仮想世界”でマガレイを飼育しながら漁獲
(コンピュータの中の世界)

(シミュレーション)

(漁獲データ、資源量指標値など)

(いろいろな設定案)

28

漁業の効率性と、資源の持続可能性を評価

15年先まで予測



2023年漁期の管理開始から漁獲管理規則案（β=0.7）のとおりに漁獲した場合・・・
漁獲量は管理開始年（2023年漁期）に3.2千トンに急増、その後はMSYをやや下回る
2.5千トン付近で推移。90%予測区間は1千～3千トンで推移

資源量は2024年漁期以降Bmsyの約1.3倍で推移。90%予測区間の幅は広く一部は
目標および限界管理基準値案を下回る（→不確実性が大きい）

MSY
2.7千トン

漁期年

漁獲管理規則案に基づく将来予測
29

Bmsy
5.3千トン

漁期年

過去の推定値

漁獲管理規則案に従う将来予測
（β=0.7の場合）
現状の漁獲圧に基づく将来予測
（β=0.35に相当）

実線は予測結果の中央値を、網掛け
は予測結果の90%が含まれる範囲を
示す。

MSY

目標管理基準値案

限界管理基準値案

将来の資源量（トン） 将来の漁獲量（トン）



2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（5.3千トン※1）を上回る確率
2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（3.8千トン※1）を上回る確率

β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 6.9 8.6 8.7 6.2 5.6 5.1 4.9 5.0 5.2 5.2 5.3 5.2 5.3 73% 53%
0.9 6.9 8.6 8.7 6.5 6.0 5.6 5.4 5.5 5.7 5.7 5.8 5.8 5.9 80% 61%
0.8 6.9 8.6 8.7 6.8 6.4 6.1 6.0 6.1 6.2 6.2 6.3 6.3 6.4 86% 69%
0.7 6.9 8.6 8.7 7.2 6.9 6.7 6.6 6.6 6.7 6.8 6.8 6.8 6.9 91% 77%
0.6 6.9 8.6 8.7 7.6 7.4 7.2 7.2 7.2 7.3 7.3 7.3 7.4 7.4 95% 84%
0.5 6.9 8.6 8.7 8.0 7.9 7.8 7.8 7.9 7.9 7.8 7.9 7.9 8.0 97% 90%

現状の漁獲圧※2 6.9 8.6 8.6 8.7 8.7 8.7 8.7 8.8 8.9 8.7 8.8 8.9 8.9 99% 95%

漁獲管理規則案に基づく将来予測（β=0.5～1.0）

資源量はβ=1.0の場合でも管理開始10年後（2033年漁期）に目標管理基準値案を
上回る確率は53%、限界管理基準値案を上回る確率は73%

漁獲量は管理開始年はβが大きいほど多くなるが、2年目以降はβ=0.7の場合に1.0に較
べて1割程度減少する
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将来の資源量中央値（千トン）

将来の漁獲量中央値（千トン）

※1 2022年度資源評価結果に基づく中央値。今後の資源評価により更新される可能性がある。※2 β=0.35に相当

β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 1.2 1.5 4.5 3.3 3.3 2.9 2.8 2.6 2.6 2.7 2.8 2.8 2.8
0.9 1.2 1.5 4.1 3.1 3.1 2.9 2.8 2.6 2.7 2.7 2.8 2.8 2.8
0.8 1.2 1.5 3.6 2.9 2.9 2.8 2.7 2.6 2.6 2.6 2.7 2.7 2.7
0.7 1.2 1.5 3.2 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5
0.6 1.2 1.5 2.7 2.4 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3
0.5 1.2 1.5 2.3 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

現状の漁獲圧※2 1.2 1.5 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6


簡易版用

														2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（5.3千トン※1）を上回る確率 ギョキ シゲンリョウ アン セン

														2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（3.8千トン※1）を上回る確率 ギョキ シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチ アン

		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		6.9		8.6		8.7		6.2		5.6		5.1		4.9		5.0		5.2		5.2		5.3		5.2		5.3		73%		53%

		0.9		6.9		8.6		8.7		6.5		6.0		5.6		5.4		5.5		5.7		5.7		5.8		5.8		5.9		80%		61%

		0.8		6.9		8.6		8.7		6.8		6.4		6.1		6.0		6.1		6.2		6.2		6.3		6.3		6.4		86%		69%

		0.7		6.9		8.6		8.7		7.2		6.9		6.7		6.6		6.6		6.7		6.8		6.8		6.8		6.9		91%		77%

		0.6		6.9		8.6		8.7		7.6		7.4		7.2		7.2		7.2		7.3		7.3		7.3		7.4		7.4		95%		84%

		0.5		6.9		8.6		8.7		8.0		7.9		7.8		7.8		7.9		7.9		7.8		7.9		7.9		8.0		97%		90%

		現状の漁獲圧※2 ゲンジョウ ギョカクアツ		6.9		8.6		8.6		8.7		8.7		8.7		8.7		8.8		8.9		8.7		8.8		8.9		8.9		99%		95%



		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		1.2		1.5		4.5		3.3		3.3		2.9		2.8		2.6		2.6		2.7		2.8		2.8		2.8

		0.9		1.2		1.5		4.1		3.1		3.1		2.9		2.8		2.6		2.7		2.7		2.8		2.8		2.8

		0.8		1.2		1.5		3.6		2.9		2.9		2.8		2.7		2.6		2.6		2.6		2.7		2.7		2.7

		0.7		1.2		1.5		3.2		2.7		2.7		2.6		2.6		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5

		0.6		1.2		1.5		2.7		2.4		2.4		2.4		2.4		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3

		0.5		1.2		1.5		2.3		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		1.2		1.5		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6











Sheet1

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				予測資源量の中央値
（千トン） ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ セン				予測漁獲量の中央値
（千トン） ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン						資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		5年後 ネンゴ		10年後 ネンゴ		1年目 ネンメ		2～5年目
平均 ネンメ ヘイキン		6～10年目
平均 ネンメ ヘイキン		B0.1msy		B0.2msy		B0.6msy		B0.7msy		B0.8msy		B0.9msy		Bmin

								2028年
漁期 ネン ギョキ		2033年
漁期 ネン ギョキ		2023年
漁期 ネン ギョキ		2024～2027年
漁期 ネン ギョキ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		53%		73%		5.0		5.3		4.5		3.0		2.7		1%		4%		25%		33%		43%		56%		64%

		0.9		61%		80%		5.5		5.9		4.1		2.9		2.7		1%		3%		18%		24%		32%		44%		54%

		0.8		69%		86%		6.1		6.4		3.6		2.8		2.6		1%		2%		12%		17%		23%		33%		40%

		0.7		77%		91%		6.6		6.9		3.2		2.6		2.5		1%		1%		7%		10%		14%		22%		28%

		0.6		84%		95%		7.2		7.4		2.7		2.4		2.3		1%		1%		4%		5%		8%		14%		17%

		0.5		90%		97%		7.9		8.0		2.3		2.1		2.1		0%		1%		2%		3%		4%		8%		10%



				56				5018.6112627806		5338.282870861		4529.3202322914		3039.3665812424		2674.2830260944

				68				5528.1459287659		5850.9364630443		4079.2814043847		2939.6212552046		2661.9484140621

				81				6070.8034643171		6357.2533233471		3626.4944917053		2802.6952341105		2602.8913696301

				91				6616.4323973218		6869.9996289409		3173.4687194299		2621.546562067		2497.1104994904

				98				7243.452343351		7445.3717172731		2720.1160452256		2391.6837388989		2328.0289427727

				100				7878.3747222962		8025.2903688752		2266.8104426541		2115.2422296318		2095.0519748728






簡易版用

																2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsyを上回る確率 ギョキ シゲンリョウ アン

																2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bminを上回る確率 ギョキ シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチ アン

		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		6.9		8.6		8.7		6.2		5.6		5.1		4.9		5.0		5.2		5.2		5.3		5.2		5.3		73%		53%

		0.9		6.9		8.6		8.7		6.5		6.0		5.6		5.4		5.5		5.7		5.7		5.8		5.8		5.9		80%		61%

		0.8		6.9		8.6		8.7		6.8		6.4		6.1		6.0		6.1		6.2		6.2		6.3		6.3		6.4		86%		69%

		0.7		6.9		8.6		8.7		7.2		6.9		6.7		6.6		6.6		6.7		6.8		6.8		6.8		6.9		91%		77%

		0.6		6.9		8.6		8.7		7.6		7.4		7.2		7.2		7.2		7.3		7.3		7.3		7.4		7.4		95%		84%

		0.5		6.9		8.6		8.7		8.0		7.9		7.8		7.8		7.9		7.9		7.8		7.9		7.9		8.0		97%		90%

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		6.9		8.6		8.6		8.7		8.7		8.7		8.7		8.8		8.9		8.7		8.8		8.9		8.9		99%		95%



		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		1.2		1.5		4.5		3.3		3.3		2.9		2.8		2.6		2.6		2.7		2.8		2.8		2.8

		0.9		1.2		1.5		4.1		3.1		3.1		2.9		2.8		2.6		2.7		2.7		2.8		2.8		2.8

		0.8		1.2		1.5		3.6		2.9		2.9		2.8		2.7		2.6		2.6		2.6		2.7		2.7		2.7

		0.7		1.2		1.5		3.2		2.7		2.7		2.6		2.6		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5

		0.6		1.2		1.5		2.7		2.4		2.4		2.4		2.4		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3

		0.5		1.2		1.5		2.3		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1

		現状の漁獲圧※2 ゲンジョウ ギョカクアツ		1.2		1.5		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6
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（千トン） ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ セン				予測漁獲量の中央値
（千トン） ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン						資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ
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漁期 ネン ギョキ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		53%		73%		5.0		5.3		4.5		3.0		2.7		1%		4%		25%		33%		43%		56%		64%

		0.9		61%		80%		5.5		5.9		4.1		2.9		2.7		1%		3%		18%		24%		32%		44%		54%

		0.8		69%		86%		6.1		6.4		3.6		2.8		2.6		1%		2%		12%		17%		23%		33%		40%

		0.7		77%		91%		6.6		6.9		3.2		2.6		2.5		1%		1%		7%		10%		14%		22%		28%

		0.6		84%		95%		7.2		7.4		2.7		2.4		2.3		1%		1%		4%		5%		8%		14%		17%

		0.5		90%		97%		7.9		8.0		2.3		2.1		2.1		0%		1%		2%		3%		4%		8%		10%



				56				5018.6112627806		5338.282870861		4529.3202322914		3039.3665812424		2674.2830260944
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調整係数の違いによる資源量の将来予測
31

資源評価と将来予測の不確実性を示す90%予測区間が広いため、βが1.0
では将来的に限界管理基準値案を下回る可能性が高く、資源の持続性への
リスクが大きい

過去の推定値

漁獲管理規則案に従う将来予測

現状の漁獲圧に基づく将来予測
（β=0.35に相当）

実線は予測結果の中央値を、網掛け
は予測結果の90%が含まれる範囲を
示す。

MSY

目標管理基準値案

限界管理基準値案

β=1.0の場合 β=0.7の場合

漁期年 漁期年

限界管理基準値案=Bmin（=下回りたくない資源量水準）
これまでBminからBmsy以上に回復した実績があるが、Bmin以下は経験したこと
がない資源量水準であり、将来予測の通りに回復するかは未知

資
源
量
（
ト
ン
）

これだけ差がある



10年に一度でも資源量が水準を下回るリスク
32

予測資源量が管理基準値案を上回る確率・水準を下回るリスク確率、予測漁獲量のまとめ

βが1.0の場合、資源量が限界管理基準値案のBminを10年間で一度でも下回る確率は64%
研究機関会議ではこのリスクを一定以下に抑える閾値として、資源量が10年後にBminを
上回る確率を90%以上、かつ、10年に一度でもBminを下回る確率を30%未満にすること
を本資源の漁獲管理規則として推奨する基準とした

βが0.7であれば、資源量が2033年漁期にBminを上回る確率が91%に達し、10年間に一
度でもBminを下回る確率は28%に抑えられる

本資源の目標達成に加えリスクを一定以下に抑えるためのβとして、0.7以下を推奨する
中長期的な漁獲量はβを1.0から0.7に引き下げると1割程度減少する

中長期的な予測漁
獲量の中央値

資源量が目標管理
基準値案を上回る

資源量が限界管理
基準値案を上回る

限界管理基準値案
（Bmin）

B0.1msy
2028～2032年
漁期平均

1.0 53% 73% 64% 1% 2.7千トン
0.9 61% 80% 54% 1% 2.7千トン
0.8 69% 86% 40% 1% 2.6千トン
0.7 77% 91% 28% 1% 2.5千トン
0.6 84% 95% 17% 1% 2.3千トン
0.5 90% 97% 10% 0% 2.1千トン
推奨 50%以上 90%以上 30%未満 ― ―

β
10年後の目標達成確率

10年間に一度でも資源量が下記の水
準を下回るリスク確率


簡易版用

																2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsyを上回る確率 ギョキ シゲンリョウ アン

																2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bminを上回る確率 ギョキ シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチ アン

		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		6.9		8.6		8.7		6.2		5.6		5.1		4.9		5.0		5.2		5.2		5.3		5.2		5.3		73%		53%

		0.9		6.9		8.6		8.7		6.5		6.0		5.6		5.4		5.5		5.7		5.7		5.8		5.8		5.9		80%		61%

		0.8		6.9		8.6		8.7		6.8		6.4		6.1		6.0		6.1		6.2		6.2		6.3		6.3		6.4		86%		69%
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まとめ

 マガレイ北海道北部系群について、1990～2021年漁期の漁獲量、
沖合底びき網漁業（かけまわし船）の標準化CPUE、コホート解析
で推定された資源量から、余剰生産モデルにより資源量とMSYを推
定した

 2021年漁期の資源量はBmsyを上回り、漁獲の強さはFmsyを下
回る良好な状態にあると評価された

 限界管理基準値案を過去最低資源量Bminとした将来予測では、
β=1.0の場合、10年に一度でもBminを下回る確率が64%と高く、
資源の持続性のリスクが高いことが示された

 リスクを一定以下に抑えた漁獲管理規則としてβ=0.7以下を推奨
 余剰生産モデルによる資源評価と将来予測は初の試みとなるため、

今後とも手法の改善や結果の精査を行いながら資源評価を進める
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